おんど リ 

このごろ 私 は、 ときどき 音 取 かくからの 手紙 (代筆) 

を 貰 ふ ので、 はぢ めて その 音 取と い ふ 苗字 を 知 つた 次 

ぬ やま 

第であります が、 それまで は その 人の 姓名 は 怒 山 かく 

—— かとば かりお も ふて 居りました。 ところが 怒 山と 

いふの は、 その 人の 村の 名称だった のです。 左う 云へ 

ば 人々 は、 その 人の こと を 怒 山のお かくと 称んで ゐた 

のに 気づきました。 また、 おかく に 限らず 町の 人達 は、 

それらの 村の 人々 を 区別す るに は 苗字の 代りに 村の 名 

前 を 用 ひて ゐ たとう なづ かれます。 ともかく 私 は、 こ 

の 頃 その 人からの 手紙 を 貰って、 音 取 かく —— と 見る 

場合 妙な ぎこちな さ を 覚える のです。 それ も定 つて 音 



取と ある わけで はなく、 音頭と なつたり 音 田であった 

り、 雄鳥と 変ったり する のです。 おかく に 会って、 私 

が 苗字 を 訊ねて 見る と 稍 暫く 呆然と した 後に、 

「おんどる …… だな ご 

と 答へ るので すが、 るが、 リ なのか、 また 他の もの 

か 決して 聞 わけ 憎い のであります。 字 は 訊ねても 無駄 

ぬ やま 

なのです。 怒 山と いふ ひ、 V きの 方が、 明瞭で あるた め 

か、 習慣の ため か、 いかにもお かくの 風貌 風姿に 適 は 

しくて 親しみが 多い やうに おもって 居り ましたが、 や 

がて、 おんどる なのか おんどり なのか 判然と しないの 

も 気になら なくなりました。 その 山奥の 小さな 衬 では 



おかく の悴の 風貌 は 見る からにぶ くりんな のです。 こ 

れは 何もぶ くりんに 限った わけで はなく、 何故か この 

あたりで は 古来から 大概の 男 は 仇名の 方が 有名で、 い 

つ の 間に か 当人で さ へ も 自分の 本名 を 忘れて ゐる者 さ 

へ 珍ら しくありません。 ぶく りんで 連想す るの は 代書 

業の ぐで りんです。 私 も 無論 未だ 彼の 本名 は 知らぬ の 

であり ますが、 彼の 様子 は 打ち 眺めた ところ 別段に 際 

立って ぐで/ (^して ゐる とい ふわけ でもな く、 いつも 

浅黄 色の 絹 はんかち を 首に 巻いた どちら かとい ふと 優 

型の 美男子で すが、 何故か 彼 は 他人と 会話 を 交へ る 場 

合に 決して 相手の 顔 を 見守りません。 顔 を 稍 斜めに 曲 



であらう が 凡て 仇名 を 持って 不思議と されて ゐな いの 

であり ますが、 た、 V ひと リ 消防 小頭の 諸 星 源 十 氏 だけ 

は、 これらの 弊風 を 「根底から 改革すべし」 と 意気 捲 

いて 居ります。 源 十 氏 は屢々 これらの 野卑 極まり もな 

い 風習に 関して、 悲憤慷慨の 演説 を 開きます が、 一 朝 

一 夕に 永年の 習慣が 改まる 害の もので もな く、 稍と も 

すれば 氏の 前で その 仇名 を 呼ぶ 者に 出会 つて は 叱咤の 

声 を 枯らしつ、 V けて ゐる 始末です。 で、 諸 星 氏の 本名 

よりも 遥かに 通用し 易い 仇名 は、 湯ァ ガリと いふので 

あります。 諸 星 氏の 顔色 は 何故か 四六時中 湯 あがりの 

やうに テラ テラと 赤い からであります。 彼 は 謹厳実直 



の 郷士で、 一 滴の 酒も嗜 むこと なく 夙に 竜巻 村 小字 界 

隈の 風教 改革 運動に 東奔西走して 寧日 もな き 人で あり 

ます。 あたりで 中学の 課程 を 終へ た 者 は 諸 星 氏た、 V ひ 

とりださ うでした。 

ところが いつの 間に やら、 私の 上に も 仇名が ついて 

ゐる こと を 発見して、 驚き 且つ 諸 星 氏と 同様に 憤慨し 

ました。 私 は その 仇名 を やはり 諸 星 氏と 同様に 自ら 非 

常に 嫌って、 決して 認めたり 許したり はせ ず、 自ら 想 

ふだに 怒りの 激情に 堪えられん のであります が、 はな 

しの 行き 懸リ上 厭々 ながら 述べる わけであります。 ど 

ぅぞ、 直ぐ 忘れて 下さい。 私の 仇名 は 水車小屋の トン 



ガ ラシと いふので す。 いつも/ \、 唐辛子 を 舐めさせ 

られ たやうな 苦 気な 顔ば かりして ゐる とい ふところ か 

ら、 誰が 云 ひ 出した ともなく そんな 名前が 流布され た 

とい ふので した。 私 は、 それ を 聴いた 時 は 思 はず カツ 

と 逆上して、 

「トン ガラ シ と は 何 だ ！」 

と 身 震 ひと 一 処に 怒鳴りました。 居酒屋の 泥 亀の 店 

で、 村 祭りの 宴の 場でした。 皆な 白けて 黙って しま ひ、 

私 は 席 を 蹴って 立ち去り ましたが、 間もなく 向 方に 

ヮ ー ッと いふ 歓声が 挙リ ました。 名前 を 呼ばれて 怒る 

奴 は湯ァ ガリ だけ だとお もって ゐ たら、 また ひとり 野 



く 似た 母です。 私 はお かく を 先に 知リ、 ぶく りんと は 

五六 年 前からの 知り合 ひです が、 おかく の悴 だとき か 

ないでも 直ぐに それと 悟りました。 

おかく は 昔から 滅多に 口 を 利く ためしが なく、 いつ 

もぶ くりん！ として ゐて 年齢の 想像が 今でもつ きま 

せん。 相当のお 婆さんに は 違 ひない のです が、 私に は 

やはり 昔のお かくと そんなに 違って ゐな いと 見えます _ 

おかく は、 何ん な 場合に も 逆 ひとい ふ もの を 知らぬ 驚 

く ベ き 気 永な 性質 で、 蓋し 子供の 守役に は 稀大の 適任 

者だった のでせ う。 子供が おはなし を 求める と、 噺は 

何も 知らぬ からと 弱って、 粉 ひき 唄と いふ もの を 歌 ひ 



ました。 その 歌の 調子と いふたら 世に も 悠長な メロ デ 

ィで、 まるで 欠伸の やうに 漫然たる ものです。 今 も 昔 

と 変り なく 秋の 収穫れ が 済んで 冬の 仕事に とり か、 ら 

うとい ふ 時 ともなれば、 あちこちの 家々 の 窓から ご 

ろ/ \ とま はす 石臼の 響きに 伴れ て 歌の 声が 聞え ます 

けれど、 何ん なに 私が 辛 棒 強く 聴 耳 を 凝らして 見ても、 

あまりに その 唄の 調子が 緩漫に 過ぎて、 何う しても そ 

の 歌詞 を 聴き わける ことが 適 はぬ うちに、 ついう とう 

と、 眠気 を 催して しま ふので す。 何う いふ 文句な のか 

と 訊いて 見ても、 節と 一 処で なしに それ を 口にする こ 

との 出来る 者 は ひとり もありませんでした。 つまり 歌 



詞を 明瞭に 知る 者 は 無かった のです。 

弟の 幼時に は、 私 は 中学生で したが、 おかく と赤ン 

坊は 冬に なって 風の ない 日で あると、 裏の 蜜柑畑に 続 

く 芝 原の 日向で 遊んで ゐ ました。 私の 机の 前の 窓から、 

その 光景が 額ぶ ちに 収 つた 画の やうに 眺められました。 

粉 ひき 唄 をき、 ながら 幼児 はもうと うに 眠って ゐて も、 

おかく は 抱き あげる こと もしないで 切りと 歌 を つ、 V け 

てゐ るので す。 歌 はや はリ 石臼 を ま はすと 同様に 上体 

を 動かせて ゐな いと 調子が つかぬ と 見えて、 おかく は 

粉 ひきの 物腰で いつまでも 歌って ゐ るので す。 そして 

子供が 再び 眼を醒 しても 相 変らず 石臼 を ひい て 歌って 



すると 感違 ひして、 呼び 間違える のです。 お、、 それ 

で 私 は 今 不図 気づ いたので すが、 子供が 私の 窓の 下に 

差し かゝ つた 時、 おかく が、 

「卜 ン、 卜ン、 卜 ン卜ン —— 」 

と 子供の 歩き 振りに 伴れ てうた つて ゐ るので した。 

「トン トン トン トン、 トン ガ ラシ …… 」 

それだけが 何 かの 文句の 後先に はっきり とひ、 V きま 

したが、 おかく は 窓の 中の 私の 顔 を 見る と、 アツ、 間 

違えた か！ とい ふやう に 眼ば たきして、 

「ラ ツキ ヨウ 坊主、 ネギ 坊主 …… 」 

と 拍子 を 変えました。 



云 はれて 見る とたし かに 私の 弟の 感じ は、 それに 違 ひ 

ありません。 

その 町に は、 昔ながら の 鐘つ き 堂と いふの が ありま 

す。 一時間 毎に、 その 時刻の 数 だけ を 報じて、 更に 「棄 

て 鐘」 と 称して、 三つ だけ を 余分に 打ちます。 つまり 

十一 時には 十四、 十二時に は 十五の 数 を 打つ のです。 

これ は その後 大正の 震 後に 改正され て、 今では 朝 (六 

時) と 午の 二回に 減らされ、 棄て 鐘なる もの も 廃止 さ 

れ たようです けれど、 何百 年の 昔 世 は 北条の 戦国時代 

から 打ち鳴らし つ ゾ けられた ものと いふ ことです。 

子供 はこの 鐘楼の 下に 立って、 鳴り響く 鐘の 響を算 



える の を 好みました。 おかく は 子供 を 伴れ て、 その 下 

に 立ち、 子供と いっしょに 一 つ 二つと 鐘の音 を 唱え ま 

した。 鐘が 鳴り 止む と 子供 は、 

「もっと/ \ ！」 と 強要す るので す。 

朝、 学校へ 行く 私が、 子供 を 伴れ たお かくと 共に 家 

を 出かけて、 午後に なって 再び 其処に 帰リ かける と、 

おかく は 未だ 鐘つ き 堂の 石垣の 下で ランチ • バス ケッ 

トを さげた ま、 鐘の 鳴る の を 待って は、 まだ 算 えて 居 

リ ます。 私に は、 鐘つ き 堂の 下で 子供の 手 を 引いた お 

かくが、 ぼんやりと 仰向いて 鐘の 鳴る の を 待って ゐる 

時の 姿が 一 番 鮮やかな 印象に 残って 居る のです。 



とでした。 彼の 右の 眼 は 象の やうに 細くて、 二つの 眼 

を 並べ ると 恰度 何 か を ねらって ゐる もの、 やうでした _ 

左う 云へば おかく の 眼 は、 いつも 眠って ゐる 見たい に 

細くて 両方の ふくらむ だ頰に 圧し あげられて ゐる やう 

であります。 

おかく の 手紙 は、 私の 強意 見 を もってぶ くりんの 行 

状 を たしなめて 呉れと いふの が 本意な のです が、 ぐで 

りんの 代筆に 依る その 文面 はい つも ほんとうにぐ でり 

ん 流に 一向 要領が 得られず、 私 はもう その 筆者の ャケ 

に 肩 さがりに そろった 達者な 筆蹟 を 一 目 見る や 虫 唾が 



ぬのです。 ぐで りん は、 相手の 面前で は 決して 自分の 

意志 を 発表す る こと を 好まず、 他人の 名前に 隠れて 綾 

をと るの が 癖です。 だから 責任 を 問 はれる やうな 場合 

になる と、 い、 え あれ はた y 頼まれて 為した ことで 自 

分の ぁづ からぬ はなし だと 回避して しま ふので す。 ぶ 

くりん は 五六 年の 浮浪の 旅から 戻り ましたが、 既にお 

かくは 家督 を 孫に 譲って 馬耳東風 なので 不平 満々 なの 

です。 そして 彼 は 屡々 怒 山の 実家に、 家財 横領の 目的 

で 闖入す るので すが、 腕力に かけて はお かくの 敵で は 

なく ひとたまりもなくお かくに 畳まれて しま ふので す。 

彼の 妻 君 は 永年の 間 泥 亀の 店 を 手伝 ふて 居り ましたが、 



鉄砲玉と いふ 怒 山の 分限者に 見込まれて 後妻に 輿 入り 

ました。 おかく は 鉄砲玉と 縁者に なった こと を 此上も 

なく 名誉と して ゐ ます。 

ぶく りん は、 はぢめ 私の 水車小屋の 雇員な のでした 

が、 遊び ほうけ てゐ るば かりで 滅多に 寄り付かう とも 

しないの です。 もと/ \ 私 はこん な 水車小屋 にか、 り 

合 ふて ゐて も埒が あきませ ん ので、 ぶく りんの 行状 さ 

へ 収まるならば、 おかく への 義理 合 ひの ために 直ぐに 

も 音 取 家へ このま ゝ 進呈して、 ぶく リんを 働かせ 度い 

念な のでした。 

そのこと をお かくに はなす と、 



の 公有物に しょう、 その 間の 運動 は 自分が 引う けた I 

I とば かりに 出し や 張る のです。 私の 左う いふ 考 へが 

洩れる と、 村の 一 部で は、 それ を 公有物に 寄付せ しめ 

て、 消防 器具の 置 場に 代へ ようとい ふ議が 起って ゐた 

のです。 私 は 別に 意見 もない のです が、 どちら かと 云 

へば それに は 反対で 後 は 何うなら うと も 兎も角 一 端 は 

おかく の 眷族へ 贈り 度い のでした。 だからお かくに 会 

ふと、 あれこれと 世話を焼きたがる のでした が、 私が 

稍 熱心に なれば なる 程お かくは ぼッ としてし まって、 

あの 鐘 を 聴いて ゐる やうな 顔つき を 保つ ばかりな ので 



孫の 田巿は 未だ 十三な の だ、 それともお かくは 田巿 

と 二人で 水車 を 廻しながら、 ぐで りんの 了見の 入れ 換 

はるの を 待つ 気な のか —— 一 向に そこのと ころのお か 

くの 考へも 解らぬ のであります。 実にもう こんな 場合 

の 無智 文盲の 始末の 悪さと 来たらお はなしに なり ませ 

ん。 

「何もい ち/ \、 あんな ァテ にならぬ ぐで りんのと こ 

ろへ なんて 行かないで、 ぶく リんを 一体 何う しょうと 

おも ふの か、 どんなに 憎くても 子 は 子で ある 限リ、 ゆ 

く ゆく はこれ 位 ひの もの はぶく りんへ もやりたい とか 

それ 位 ひのこと は 口で 云へ さうな もの だら うがね！」 



と、 頼まれた 当のお かくなら、 おかく の 意見 は 他に し 

て …… 」 

こんな 言葉が おかく に 通じる 箬 もない のです が —— 

「自分の 了見ば かり を 喋 舌る とい ふこと にな るんだ か 

ら、 俺 は 何も彼も 解ら なくな るんだ よご 

と 気色ばみました。 すると、 おかく は 警官に でも 叱 

責 されて ゐ るかの やうに おどおどして しまって、 貧棒 

ゆすり を はじめた かとお も ふと、 やがて 次第に 不気嫌 

の 度が 増して 小屋 中 を あちらこちらと 大股で 歩き 出し 

た 私の あと を ふら/ \ と 付いて ゐ ます。 

「何も彼も わからぬ もの だらけ だ。 楽天的に など なれ 



る 害の もので はなから う た、 V 俺た ち は 歩いて ゐる 

ばかり だ、 命の ある 限り 歩いて く …… 」 

私 は、 轟々 と 車の 回って ゐる 水車 場の 中 をぐ るく 

と 歩き回る のでした。 

消防 小屋 移転の 件と、 ぶく りん を 耕地整理の 旗 持に 

抜 摘しょう とい ふ 案 を 提げて 湯ァ ガリが 時々 ぐで りん 

と 伴れ だって 私 を 訪ねる のです が、 彼 は その 問題より 

も 「仇名 廃止 論」 で 気焰を 挙げる のでした。 それなら 

ば 元々 私 も 意見が 一致す るので、 ちょっと でも 膝 を 乗 

り 出す と 彼 は、 忽ち 戦国時代の 勇士が 決死の 誓 ひ を 立 

てる かの 如くに 亢奮して、 



で 瞑想に 耽ったり する のです。 

ぐで りんの 云 ふこと は 私 はい つも 好く 聞き とれない 

のです が、 総合して 見る と、 彼 はお かくの 依頼で 私 を 

訪れる の だとの ことで あり、 また 近いうちに 自分と お 

かくと がぶ くりん を 同行して 来る から、 今迄の 彼の 怠 

慢 振り を 許した 上 (許す も 許さぬ も 私 はいつ にもぶ く 

りんに 対して 憤って など はゐ ない の だ —— ) もう 一度 

この 小屋で 働かせて や つて 呉れ —— とい ふやうな 意味 

でも あるら しいの だが、 何も彼も その 云 ひ 回し 振りが 

遠回しで、 そして また 難解な 方言で あり、 その上 一 言 

云 ふかと おも ふと 「いづれ 詳しい こと はまた 改めて I 



I」 とか 「追ってぶ くりん を 伴れ て 来た 時に —— 」 と 

かと ぬらぬらして、 こちらの 意見な り 返答な り を即坐 

に 要求 もしない 如く、 先から 先へ、 自分の 云 ふこと を 

自分で 後回しに して ゆく のです。 

「働きた い ん なら 何時から でも 戻 つ て 来たら 好 さうな 

もの ぢ やない か、 僕が 何とも 思って ゐな いのに 詫び も 

意見 もあった もの ぢ やなから うが —— 」 

それでも 私が そんな ことで も 云 ふとぐ で りん は 言葉 

が 通じない らしく に、 え？ え？ え？ と 幾度で も 

訊き返します。 そして また 彼が、 にた/ \ とつ、 V ける 

ところから 察して 見る と、 この 水車小屋 を 音 取 家へ 渡 



「私 はお かくに 育てられた 赤ン坊 だった んぢ やない か、 

味方に 違 ひない よ、 何にも 他人に なんて 頼む 筋 はあり 

はしない だら うがな、 云 ひたい こと や 訊ねたい こと は 

何でも 遠慮な しに はなしたら 好 さ、 うな ものな のにな 

…：- J 

私 はなさけ なさうな 顔 をしたり、 慨嘆の 胸 を 叩いた 

りして 眩く のです が、 おかく はいつ 迄 経っても ぼん や 

リ して ゐ るば かりです。 

「え、 ッ、 こんな 手紙 を 見た つて 何うな る もの か ッ！」 

私 はぐで りんの 文字に 吐 気 を 催して 思 はず 吠えた て 

ました。 それに、 その 手紙の 宛名から してが、 全くの 



出鳕目 やら 当字 やら で 先づ 私の 気分 を 悪く さ せる ので 

す。 —— 牧野 を模 野と 書いた の は 未だし もで、 何う か 

すると 模 島に なったり 卷 原と 変ったり する のです。 I 

I 名前と 来る と、 信 之 介 やら、 新太郎 とか 真平なん て 

いふ 風に これ も その都度 まちまち なのです。 それでも. 

おかく は 信 一 の 信の 音 だけ は 覚えて ゐる のかと いくら 

か 私が 感心しょう とすると、 次の 手紙で は模原 英太郎 

殿と 麗々 しく 認められたり、 英兵衛 となった りして ゐ 

るので す。 それ もま あ、 弟の 英ニ 郎、 祖父の 英清 など 

の 想 違 ひなので せう が、 これで は 私た る 者 も 顔 まけが 

せずに は 居られな いではありません か。 



柚 太 こと 度々 ながら 貴殿の 御迷惑 を 病し 汗顔 至極の 至 

リに 御座 候 も 来る X X 日夕 刻 同伴の 上 参上 致し その 節 

万々 申し 上ぐべく 候 故、 何卒 御用 意の 件 御 備え 置き 被 

下様 重々 御 願 ひに 及び 候」 

と、 他の 来客と 他の 話 をしながら 書く のであります。 

そして 後先の 文句が 極めて 物々 しいば かりで、 同じ 文 

面 の 手紙ば かり を 受取る 私 は 空いた 口 も 塞がらぬ ので 

す。 その 日の 夕刻に 待って ゐれ ば、 まるっきり 梨の つ 

ぶて >、 また 幾日 か 経つ と 同じ やうな 手紙が 舞 ひ 込ん 

で 来る のです。 それに は 前回の 違約 を 詫びて、 私 こと 

持病の 喘息 —— にて とか、 終 ひに 流行性感冒に 犯され 



はなしへの 享け応 への 如く 手に とる やうで あつたの だ。 

あたりの 山々 は、 いつもえん えんと 起伏す る 山で あ 

りながら、 さて 若し 私が 大男であって 不図 疳癩を 起し 

て摑 みあげようと 腕 を 鳴しても、 摑 みどころに 迷 ふで 

あらう 特に 際立った 峰 も 見あたらぬ 眠む たげ な 色 合で 

ぐるりと 村 を 取り巻いて ゐた。 流れ は 白く 日の 光り を 

泛べ てせ ゝら ぎの 音 もな く うねうねと 流れて 行 手の 景 

色 も 見あたらなかった。 もと/ \ この 川 は 森の 向 方の 

本流から、 人 巧 的に 呼び込んだ 灌漑の 水で 本流へ 逆 戻 

りする 前に 大方 田畑の 底に 吸 はれて 水蒸気と なる 水で、 

とりとめ もなかった。 然し この 流れに も 名前 を 付ける 



としゃく りあげた。 

「何？ ぶく リん はまた 逃げ出した のか？ それ ぢゃ 

何も 一 層 はなし はない ご 

私 は、 ぶく りんの あと を 追 ひたかった。 こんな 村で、 

私 は 水蒸気に 化して 了 ひたく はない の だ。 

「わしら にも 何も はなし はない の だ。 あんな 水車 場な 

んて 欲しい こと 無 いんに や。 わしら、 た y トン ガ ラシ 

と 一 処に暮 したいん ぢゃ。 うつ、 抜かす と 首根っこ、 

ふん づ かま へ る ぞゃご 

「無茶 を 云 ふな。 こんな 村に まごく して ゐ たら、 こ 

つち もぐで りんに なって しま ふづ らァ。 わしゃ 鯰 は 嫌 



「ひとの 馬 を 勝手に 追つ 放す なんて 言語 同断 だ。 俺ァ 

これから ガラ倉 をつ かま へ て 道案内 を させて やる ぞ。， - 

と 私 は 力んで、 消防 小屋へ 爪先 を 向けた。 恰 であた 

りの 景色の やうに 何方つ かずの 連中が、 私 は 心底から 

腹が立って 来た。 私 は 封 も 切らなかった が、 うっかり 

片手に 握って ゐ たぐで りんの 手紙に 気づいて、 

「人 を 玩具に する にも 程が ある ぞ、 面と 向ッて 訊いて 

やらう ご 

と 怒鳴った。 

—— 消防 小屋 は 人の ざわめきで 一杯であった。 大鍋 

をと リ 囲んで 酒盛りだった。 鯰 を 喰って ゐ るのに 違 ひ 



「気 違 ひだ ぞう …… 」 

おかく が、 そんなに 叫んだ。 (ずっと 後に なって 知 

つたの だが、 左う いふ 病気の 疑 ひで 私 は その 村に 閉ぢ 

込められ、 またお かくは その 看護人と して 雇 はれて ゐ 

たので あつ た —— 冗談 ぢ やな い 。 ) 

扉に 突き 当る と、 何 か パネの やうに 強い ものに 私 は 

弾かれた。 —— ピッコ 馬に 飛び乗る と、 おかく が、 そ 

の轡 をと つ て 動かさう ともしなかった。 

私 は、 月 を 仰ぎながら 火の見櫓の 梯子 を 登って ゐ た。 

私 は 寂しく、 嘆か はしく、 悒鬱 極まり もない 擂鉢の 底 

から 逃れ出す に は、 それより 他に 方便 もない 一心で、 



どんどんと 梯子 を 登る とやが て 鐘の 傍らまで 達して ゐ 

た。 

下 を 見る と、 おかく が 口 を 開けて 仰向き、 その ま は 

りに は 幾つ もの 黒い 影が 蠢 いて、 切りと 物 やさし 気な 

手振りで、 さしまねいて ゐた。 —— 私 は、 突 拍子 もな 

い 真似 をして しまったと 気づいた が、 あまり 突 拍子 も 

なくて、 今更ぬ け/^ と 降りて 行く の も 気 恥し く、 こ 

の 寒さに は 弱った ぞ！ と 眩きながら、 鐘の 傍らに 丸 

くなる と、 丁度ぐ で りんの やうに 顔 を 斜めに 下向け て 

下界の 模様 を じろ くと 窺った。 

あけ 放された 小屋の 扉から 立ち 昇る 煙り は、 可成 リ 



濛々 と 勢 ひ 強かった が、 半鐘の 下まで もと、 V かず 月の 

光りに 溶け そして また 仰向いて ゐる 人達の 口から 立 昇 

る 呼吸が 寒気 の 中で 線香の 煙りの やうに 鮮やかで あつ 

た。 
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